
環境スタンプラリーの開催 

市内の守りたい場所を巡ったり、いろいろな環境活

動・イベントに参加するスタンプラリーを開催しては

どうか？ 

 

街中でクールスポットづくり 

街中に小さな森をつくってはどうか？公園などに

も木陰を！滝なども含めて、クールスポットをたくさ

ん作っていくことが温暖化防止になる。 

市内の環境資源を環境教育に活用 

富士山資料館や深良用水など、公共施設や環境資源

を環境教育に積極的に活用してみよう！他にもいろ

いろあるかも？ 

 

雨水の利用 

水は生活や産業を支える大切な資源。今後も大切に

していくため、雨水の浸透や貯留する設備をもっと広

く普及させたい。 

自転車道や歩道の整備 

自動車に頼らない交通手段をもっと普及していく

ことが重要。そのためには、自転車道や歩道をしっか

り整備してほしい。 

 

 第 2 次裾野市環境基本計画の策定に向けた「裾野市環境市民会議」 

すそのワークショップ★ニュース 
 

 

市内の企業の活動紹介、各主体の取り組みを検討しました！  
 

■各主体の取り組みとは？                                                                   
 第 3 回環境市民会議（6/8）では、「望ましい環境像」「将来イメージ」につ

いて検討しましたが、この望ましい環境像を実現するために、「市民」「事業者」

「滞在者」「市」がどんな取り組みを行うべきかを検討しました。 

 

■第４回プログラム                                                                                      

  

 

 

 

 

■裾野市環境市民会議スケジュール                                                                               
回 開催日時 会議の内容 

第 1 回 平成 27 年 4 月 21 日 
 環境基本計画の基本的事項、裾野市の環境の現状の説明 
 環境課題の検討 

第 2 回 平成 27 年 5 月 22 日 

 低炭素社会についての講演【低炭素社会についての勉強会①】 

 温室効果ガス排出量等の現状の説明 

 低炭素社会についての検討 

第 3 回 平成 27 年 6 月 8 日  将来イメージ、望ましい環境像の検討 

第 4 回 平成 27 年 6 月 26 日 

 低炭素社会についての講演【低炭素社会についての勉強会②】 

（事業者の取り組み紹介） 

 取り組みの検討 

第 5 回 平成 27 年 7 月 10 日 
 行政提案・重点プロジェクト（案）の説明 

 重点プロジェクトの検討 

第 6 回 平成 27 年 9 月 4 日  重点プロジェクトの検討 

第 7 回 平成 27 年 9 月 28 日 
 重点プロジェクトの検討 

 最終発表 

 

■ワークショップ（グループ協議）                                                                               
 A、B、C の 3 グループに分かれて議論を行いました。環境基本計画に掲載する各主体の取り組み内容を、

「安全安心」「自然共生社会」「循環型社会」「低炭素社会」「環境教育」などの分野ごとに話し合い、アイディ

アを出し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ふりかえり                                                                                
 会議の最後に、今回の感想などを「ふりかえりアンケート」（一部抜粋

を以下に紹介）に記入していただきました。 

 

 

 

日時：平成 27 年 6 月 26 日（金） 

14：00～16：15 

場所：裾野市役所 401 会議室 

 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 事業者の取り組み紹介 

「トヨタ自動車東日本㈱の環境への取組みについて」 

トヨタ自動車東日本㈱環境グループ 柴田敏之氏 

４ ワークショップ 

(1)ワークショップの進め方説明 

(2) 役割分担 

(3) 各主体の取り組みの検討 

(4) 発表 

5 ふりかえりアンケート記入 

6 閉会 

【お問合せ先】 

裾野市役所環境市民部生活環境課 

TEL：055-995-1816 FAX：055-992-4447 

kankyou@city.susono.shizuoka.jp 

NO.4 

おもしろいアイディアも 

たくさん出てきました！ 

○Ｃ 裾野市 

 皆さん、裾野市を良くする事を十分考えて、より良い意見がでました。 

 トヨタ自動車さんの会社の取り組みのお話、ありがとうございました。 

 具体的な取り組みを考える事は、意外に難しかった。 

 市内の植物の種類をマップにしたらどうか。 

 今日は楽しくグループ討議ができた。 

 明るい雰囲気の中で出来ました。 

 いろいろな項目が頭の中でまとまってきます。 

【今回のお菓子】 

すそのブランド認定 

お菓子の第 3 弾。 

モロヘイヤを練りこんだ

Fuji せんべいを試食しま

した！ 

平成 27 年 7 月 10 日発行 

資源回収に出しやすい環境整備 

 資源物としての出しやすさが重要。好きなときにビ

ンや缶、ペットボトルを出せるような資源回収ステー

ションが身近な場所にあるといいね。 

 

市内の東富士工場では、工場内落差

を活用した小水力発電や、富士山の

地下水を利用したワサビ栽培などが

行われているそうです。 

トヨタ自動車東日本㈱さんの取り組み紹介 

協働 

フリーマーケットの活発化 

 リユースの代表といえばフリーマーケット。市が中

心となって公共施設を使うとか、フリーマーケットを

盛り上げることはできないか？ 

市内の動植物マップづくり 

環境を守るためには、まずは裾野市の環境について

知ることが大切。環境教育副読本や動植物マップがあ

ると、環境に興味を持ってもらえるかも？ 

 

富士山や深良用水の PR 

世界文化遺産の富士山、かんがい施設遺産の深良用

水は、チラシなどでもっと PR して、市内外の人に知

ってもらいたい。 

シカ、イノシシ、サルなどへの対策 

人間と鳥獣の間であつれきが生じており、両者にと

って良いことではない。ハンターの育成や里山の適正

管理など、多面的な取り組みが必要では？ 

 


